
ＤＮＡ鑑定による酒米品種の判別法の確立

［要約］酒米の玄米からＤＮＡを抽出し、ＰＣＲ分析を行うことにより、約

１日で酒米の品種判別が可能である。
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［背景・ねらい]

近年、異品種の混入防止や消費者の信頼確保のため、ＤＮＡを用いた品種判別

が行われている。

こうした中、当センターでも平成１０年度に、うるち米からのＤＮＡ抽出なら

びに品種判別を行う技術を確立した。

一方、酒米は一般の食用米と比べ大粒で、酒造に必要なデンプン質を多く含む

白色不透明の心白をもつ。こうした特徴のため、酒米と一般食用米は判別しやす

いが、酒米同士での判別は難しい。このため、酒米品種の玄米からＤＮＡを抽出

し、品種判別を確立する。

［成果の内容・特徴］

① 酒米品種の玄米からＤＮＡを抽出・精製および分析までの品種判別のステッ

プを1日で行うことが可能である。

② 県内で栽培される酒米主要品種の玉栄、吟吹雪、山田錦、滋賀渡船６号にお

いて品種判別が可能である（図１）。

③ ＤＮＡ分析に用いる際のプライマー（品種特異的に増幅させるための短いＤ

ＮＡ）は計３種（Ｆ６，Ｇ２２、Ｇ２８）を用いる（図１、表１、表２）。

［成果の活用面・留意点］

①ＤＮＡによる品種判別は約１日で可能である。

②品種判別には、玄米だけでなく生育中の生葉も用いることが可能である。



［具体的データ］

プライマー Ｆ６ Ｇ２２ Ｇ２８

Ｍ ① ② ③ ④ Ｍ ① ② ③ ④ Ｍ ① ② ③ ④

図１．酒米の各品種を３種のプライマーで検出した電気泳動パターン

品種名：①滋賀渡船６号、②山田錦、③玉栄、④吟吹雪

Ｍ：ＤＮＡマーカー

表１．酒米品種のＤＮＡ品種判別の泳動パターンの一覧

表２．プライマーの塩基配列

［その他］

・研究課題名

大課題名：バイオテクノロジー・IT等を活用した革新的技術の開発

中課題名：バイオテクノロジーを利用した育種改良技術の開発

事 業 名：バイオテクノロジーを活用した革新的技術の開発

・研究担当者名 片山寿人（H18）、森 真理（H18）、北村治滋（H18）

・その他特記事項

プライマー名 塩基配列

Ｆ６ F ACCACTCCATATATATCATCCAAAG
R ACCACTCCATATCACCACAAGG

Ｇ２２ F CTCACTCAAATTTACAGTGCATTTTCTTG
R AGGGCCATGATACAAGACTCTGT

Ｇ２８ F GGCGGTCGTTCTGCGAT
R GGAGAATCCCACAGTAAGTTTTTCTTTG

F：ファワード側プライマー，R：リバース側プライマー

【引用文献：大坪ら,日本農芸化学会誌,76,388－397】

Ｆ６ Ｇ２２ Ｇ２８

滋賀渡船６号 ○ × ○

山田錦 ○ ○ ○

玉栄 × × ×

吟吹雪 ○ × ×

プライマー

酒米品種

○：あり ×：なし




